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イ 基地局 

規定しない。 

 

3.4.2.4 キャリアオフ時漏えい電力 

 (1) 定義 

キャリアオフ時漏えい電力は、送信オン時の平均電力に対する送信オフ時の当該送信周波数帯

域放射電力の比とする。 

 (2) 規格 

ア 移動局：キャリアオン時に対して-60dB 以下であること。 

イ 基地局：規定しない。 

 
3.4.2.5 スプリアス発射又は不要発射の強度 

(1) 定義（施行規則第 2 条第 1 項） 

 「スプリアス発射」とは、必要周波数帯外における一又は二以上の周波数の電波の発射であっ

て、そのレベルを情報の伝送に影響を与えないで低減することができるものをいい、高調波発

射、低調波発射、寄生発射及び相互変調積を含み、帯域外発射を含まないものとする。（同項第

63 号） 

「帯域外発射」とは、必要周波数帯に近接する周波数の電波の発射で情報の伝送のための変調

の過程において生ずるものをいう。（同項第 63 号の 2） 

「不要発射」とは、スプリアス発射及び帯域外発射をいう。（同項第 63 号の 3） 

「スプリアス領域」とは、帯域外領域の外側のスプリアス発射が支配的な周波数帯をいう。（同

項第 63 号の 4） 

「帯域外領域」とは、必要周波数帯の外側の帯域外発射が支配的な周波数帯をいう。（同項第

63 号の 5） 

(2) 許容値（設備規則 別表第 3 号 40） 

 帯域外領域の不要発射の強度の許容値 スプリアス領域の不要発射の強度の許容値 

移動局 

及び 

基地局 

必要周波数帯幅内における 4kHz の周

波数帯域幅当りの最大電力密度から、

4kHz の周波数帯域幅当り次の式によ

り求められる値と、スプリアス領域の

不要発射の強度の許容値のうち小さい

方の値以下 

40Log（(2F／BN)＋1）dB 

注３、注５ 

50μW 以下又は基本周波数の平均電力より

60dB 低い値 

注１、注２ 

    注１：基本周波数の平均電力 
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     シングルキャリア： 

工事設計書に記載された送信設備の定格出力とする。 

     マルチキャリア ： 

運用上同時送出する複数の周波数の出力の総和の最大値とする。 

    注２：スプリアス領域における不要発射の強度の許容値は、４kHz の周波数帯域幅における

電力とする。 

    注３：必要周波数帯域幅（BN） 

     シングルキャリア： 

       当該割当帯域幅（注４）の両端に位置する周波数の占有周波数帯幅の許容値とする。 

     マルチキャリア ： 

       割当帯域幅とする。 

    注４：無線局の免許又は予備免許に係る指定事項として連続する複数の割当周波数及びその

割当周波数に係る占有周波数帯幅が指定されている場合は、これらのうち最も低い割当

周波数からその割当周波数に係る占有周波数帯幅の二分の一を減じた周波数から最も高

い割当周波数にその割当周波数に関する占有周波数帯幅の二分の一を加えた周波数まで

の周波数帯幅をいい、指定周波数帯として指定されている場合は、その指定周波数帯の

幅をいう。 

    注５：Ｆは必要周波数帯幅と帯域外領域の境界より中心周波数と反対方向に離れる周波数の

値（ＢＮと同じ単位とする） 

(3)  経過措置 

 ア 平成 17 年 12 月 1 日施行の施行規則及び設備規則を以下「新規則」といい、それ以前の同

規則を以下「旧規則」という。 

イ 新規則の施行の際現に免許等を受けている無線局の無線設備の条件については、新規則の

規定にかかわらず、平成 34 年 11 月 30 日までは、なお従前の例によることができる。（平

成 17 年 12 月 1 日施行の設備規則附則第 3 条） 

ウ 新規則の施行の日から平成 19 年 11 月 30 日までの間に限り、新規則の規定にかかわらず、

旧規則の条件に適合する無線設備を使用する無線局の免許等又は無線設備の工事設計の変

更の許可を受けることができる。この場合において、当該免許等又は許可を受けた無線局

の無線設備の条件については、イの規定を準用する。（平成 17 年 12 月 1 日施行の設備規則

附則第 3 条） 

エ 新規則の施行前に技術基準適合証明等により表示が付された本標準規格で規定する無線設

備については、平成 34 年 12 月１日以降は、当該表示が付されていないものとみなす。（平

成 17 年 12 月 1 日施行の設備規則附則第 5 条） 

オ 登録証明機関は、新規則の施行の日から平成 19 年 11 月 30 日までの間に限り、新規則の

規定にかかわらず、旧規則の条件に適合する無線設備についてなお従前の例により技術基

－14-2－



ARIB STD―T49 

 

準適合証明等を行うことができる。（平成 17 年 12 月 1 日施行の設備規則附則第 5 条） 

(4)  旧規則に基づく規格 

3.4.2.5 送信スプリアス 

  (1) 定義 

送信スプリアスは、給電線に供給される周波数ごとのスプリアス（注）発射の平均電力

と基本周波数の平均電力の比とする。 

（注）必要周波数帯外における 1 又は 2 以上の周波数の電波の発射であって、そのレベルを情

報の伝送に影響を与えないで低減することができるものを言い、高調波発射、低調波発射、

寄生発射及び相互変調積を含み、必要周波数帯に近接する周波数の電波の発射で情報の伝

達のための変調の過程において生ずるものを含まないものを言う。 

(2) 規格 

ア 移動局：送信出力に対して-50dB 以下。 

複数の電波を情報の伝送のために同時に発射する移動局では、相互変調積による送

信スプリアスは送信出力に対して-20dB 以下。 

イ 基地局：送信出力に対して-50dB 以下。 

（ARIB STD-T49 3.0 版） 

 

3.4.2.6 占有周波数帯幅の許容値 

 (1) 定義 

占有周波数帯幅は、その上限の周波数を超えて輻射され、及びその下限の周波数未満において

輻射される平均電力が、それぞれ与えられた発射によって輻射される全平均電力の 0.5％に等し

い上限及び下限の周波数帯幅とする。 

 
 (2) 規格 

ア 移動局は 16kHz 以下であること。 

イ 基地局：規定しない。 
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第６章 測定法 

 

証明規則別表第 1 号 1(3)で定められている項目については総務省告示（注１）で規定されている

測定法によるものとする。 

(注 1) 本標準規格 3.1 版改定時点(平成 17 年 11 月 30 日)では、平成 16 年 1 月 26 日総務省告示

第 88 号「特性試験の試験方法」を指すが、その後、その告示及び告示に記載の内容が改

定された場合は、最新版によるものとする 

 

6.1 送信系 

6.1.1～6.1.9 に測定法の詳細例を記述する。 

各測定に共通する事項は以下の通りである。 

i  移動局装置は連続送信とする。 

ii 変調に用いる標準符号化試験信号は符号長 511 ビットの２値疑似雑音系列とし、チャネルフ

ォーマットは、国内移動衛星通信無線区間レイヤ１規格に記載されるフォーマットを用いる。 

 

6.1.1 周波数の偏差 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験方

法による。 
 
6.1.2 スプリアス発射又は不要発射の強度 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験方

法による。 
 
6.1.3 占有周波数帯域幅 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験方

法による。 
 
6.1.4 空中線電力の偏差 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験方

法による 
 
6.1.5 キャリアオフ時漏えい電力 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験方

法による。
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6.2 受信系 

6.2.1～6.2.8 に測定法の詳細例を記述する。 

 擬似基地局またはパターン発生器の出力レベルを調整することで規格感度レベルを実現すること

が困難な場合は、雑音発生器等を接続し、白色ガウス雑音を印加することで規格感度レベルを実現

してもよい。この場合、移動局の受信ダイナミックレンジを逸脱しないように擬似基地局またはパ

ターン発生器の出力レベル、印加する雑音のレベルを調整することが必要である。 

 

6.2.1 受信感度 

 (1) 測定系統図 

 

パターン 

発生器

高周波信号 

発生器

整合・ 

結合回路
移動局装置

パワー 

測定器

ﾋﾞｯﾄｴﾗｰ 

計  
 

 (2) 測定器の条件等 

ア 高周波信号発生器 

安定度        ±２×10-9以内 

変調精度       r.m.s ベクトル誤差３％以内（推奨値） 

隣接チャネル漏えい電力±150kHz 離調 -35dB 以下（UPCH 推奨値） 

           ±300kHz 離調 -45dB 以下（UPCH 推奨値） 

           ±12.5KHz 離調 -25dB 以下（UPCH 以外の推奨値） 

 ±25KHz 離調  -40dB 以下（UPCH 以外の推奨値） 

イ パターン発生器 

ｸﾛｯｸ周波数      154kHz（UPCH)、14KHz（UPCH 以外） 

ｸﾛｯｸ精度       ±１×10-6以内 

発生パターン     ユーザ情報転送用チャネル部分に標準符号化試験信号（符号長

511 ビットの２値疑似雑音系列 CCITTV.52 に準拠）を連続的に

発生する。さらに、ユーザ情報転送用チャネル部分以外の部分に

通信上必要な特定のパターンを発生する。 

 (3) 移動局装置の状態 

ア 試験周波数に設定して受信する。 

イ 復調データは、ユーザ情報転送用チャネル部分（標準符号化試験信号の部分）とする。 

 (4) 測定操作手順 
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発生パターン     ユーザ情報転送用チャネル部分に標準符号化試験信号（符号長

511 ビットの 2 値疑似雑音系列 CCITTV.52 に準拠）を連続的に

発生する。さらに、ユーザ情報転送用チャネル部分以外の部分に

通信上必要な特定のパターンを発生する。 

 (3) 移動局装置の状態 

ア 試験周波数に設定して送受信する。 

イ 復調データは、ユーザ情報転送用チャネル部分（標準符号化試験信号の部分）とする。 

 (4) 測定操作手順 

ア 高周波信号発生器 1 の中心周波数を試験周波数に設定する。 

イ 高周波信号発生器 2 の周波数をスプリアス周波数*1 に設定する。 

ウ 高周波信号発生器 1 は、連続送信とする。信号レベルを、パワー測定器にて、移動局設定

入力において規格感度レベル*2 が得られる値に設定する。 

エ 高周波信号発生器 2 は、連続送信またはバースト送信とし、かつ無変調とする。また、信

号レベルは、パワー測定器を用いて移動局装置入力において［規格感度レベル+（スプリ

アス感度規格値）dB］dBm が得られる値に設定する。さらに、スイッチを切り替え、移

動局装置に信号を加える。 

オ ビットエラー計にて、ユーザ情報転送用チャネル部分のビット列を累積し、2,556 ビット

以上（UPCH は 28,116 ビット以上）に対する誤り率を測定する。 

 

*1 スプリアス周波数は、ビットエラーレイトが劣化する不要信号の周波数とすることが必要

である。その１つの方法として、IF 周波数を受信可能な受信機を用いて、移動局装置の IF

レベルからスプリアス周波数を特定する。 

*2 規格感度レベル：移動局の復調器入力端における CNR＝6 となる入力レベル 

※測定したビットエラーレートが規格値以下の時、合格とする 

 
6.2.5 副次的に発射する電波等の強度 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験方法

による。 

 

 

 

 

 

 

 



ARIB STD―T49 

－266－ 

6.2.6 筐体輻射 

 (1) 測定系統図 

 

移動局装置 疑似負荷

高周波信号 

　発生器

3m又は30m

基準ｱﾝﾃﾅ 

（λ/2ﾀﾞｲﾎﾟｰﾙ）

測定用ｱﾝﾃﾅ 

（広帯域ｱﾝﾃﾅ：ただし、 

　　　　　　　直線偏波）

ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑｱﾅﾗｲｻﾞ

 
 

 (2) 測定器の条件等 

ア 移動局装置はアンテナ端子を疑似付加にて終端する。 

イ 測定は、測定周波数が 100MHz 未満の場合は、 

IEC Pub.489-6 APPENDIX K によるオープンテストサイトにて行う。それ以外の場合に

は、APPENDIX K 又は L によるオープンテストサイトにて行う。 

ウ 300MHz 以上の周波数では、ハイトパターンの複雑化によるトラブルを避けるため地面反

射波を抑制した方がよい。このため測定用アンテナは高指向性とし、被試験機の高さを高

くした方がよい。 

エ デジタルストレージ型スペクトルアナライザの設定 

『6.1.2 スプリアス発射の強度』測定と同じにする。 

 (3) 移動局装置の状態 

試験周波数に設定して受信する。 

 (4) 測定操作基準 

ア 移動局装置を回転台の上に設定し、筐体輻射のスペクトラムを確認する。 
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３．１版改定履歴 
（下線は改定部分を示す。） 

頁 番号 内容 改定理由

14 3.4.2.5 改 定 後 

3.4.2.5 スプリアス発射又は不要発射の強度 

(1) 定義（施行規則第 2 条第 1 項） 
  「スプリアス発射」とは、必要周波数帯外における一又は二以上の周波数の電波の発射

であって、そのレベルを情報の伝送に影響を与えないで低減することができるものをいい、

高調波発射、低調波発射、寄生発射及び相互変調積を含み、帯域外発射を含まないものと

する。（同項第 63 号） 
  「帯域外発射」とは、必要周波数帯に近接する周波数の電波の発射で情報の伝送のため

の変調の過程において生ずるものをいう。（同項第 63 号の 2） 
  「不要発射」とは、スプリアス発射及び帯域外発射をいう。（同項第 63 号の 3） 

「スプリアス領域」とは、帯域外領域の外側のスプリアス発射が支配的な周波数帯をいう。

（同項第 63 号の 4） 
「帯域外領域」とは、必要周波数帯の外側の帯域外発射が支配的な周波数帯をいう。（同

項第 63 号の 5） 
(2) 許容値（設備規則 別表第 3 号 40） 
 帯域外領域の不要発射の強度の許

容値 
スプリアス領域の不要発射の強度の

許容値 
移動局 
及び 
基地局 

必要周波数帯幅内における 4kHz
の周波数帯域幅当りの最大電力密

度から、4kHz の周波数帯域幅当り

次の式により求められる値と、スプ

リアス領域の不要発射の強度の許

容値のうち小さい方の値以下 
40Log（(2F／BN)＋1）dB 
注３、注５ 

50μW 以下又は基本周波数の平均電

力より 60dB 低い値 
注１、注２ 

   注１：基本周波数の平均電力 
     シングルキャリア： 

工事設計書に記載された送信設備の定格出力とする。 
     マルチキャリア ： 

運用上同時送出する複数の周波数の出力の総和の最大値とする。 
   注２：スプリアス領域における不要発射の強度の許容値は、４kHz の周波数帯域幅における

電力とする。 
   注３：必要周波数帯域幅（BN） 
     シングルキャリア： 
       当該割当帯域幅（注４）の両端に位置する周波数の占有周波数帯幅の許容値とする。 
     マルチキャリア ： 
       割当帯域幅とする。 
   注４：無線局の免許又は予備免許に係る指定事項として連続する複数の割当周波数及びその

割当周波数に係る占有周波数帯幅が指定されている場合は、これらのうち最も低い割当

周波数からその割当周波数に係る占有周波数帯幅の二分の一を減じた周波数から最も

高い割当周波数にその割当周波数に関する占有周波数帯幅の二分の一を加えた周波数

までの周波数帯幅をいい、指定周波数帯として指定されている場合は、その指定周波数

帯の幅をいう。 
   注５：Ｆは必要周波数帯幅と帯域外領域の境界より中心周波数と反対方向に離れる周波数の

値（ＢＮと同じ単位とする） 
(3)  経過措置 

 ア 平成 17 年 12 月 1 日施行の施行規則及び設備規則を以下「新規則」といい、それ以前

の同規則を以下「旧規則」という。 
イ 新規則の施行の際現に免許等を受けている無線局の無線設備の条件については、新規

則の規定にかかわらず、平成 34 年 11 月 30 日までは、なお従前の例によることができ

設備規則

等 改 正

（スプリ

ア ス 関

係）に伴

う改定 
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る。（平成 17 年 12 月 1 日施行の設備規則附則第 3 条） 
ウ 新規則の施行の日から平成 19 年 11 月 30 日までの間に限り、新規則の規定にかかわら

ず、旧規則の条件に適合する無線設備を使用する無線局の免許等又は無線設備の工事設

計の変更の許可を受けることができる。この場合において、当該免許等又は許可を受け

た無線局の無線設備の条件については、イの規定を準用する。（平成 17 年 12 月 1 日施

行の設備規則附則第 3 条） 
エ 新規則の施行前に技術基準適合証明等により表示が付された本標準規格で規定する無

線設備については、平成 34 年 12 月１日以降は、当該表示が付されていないものとみ

なす。（平成 17 年 12 月 1 日施行の設備規則附則第 5 条） 
オ 登録証明機関は、新規則の施行の日から平成 19 年 11 月 30 日までの間に限 

り、新規則の規定にかかわらず、旧規則の条件に適合する無線設備についてなお従前の

例により技術基準適合証明等を行うことができる。（平成 17 年 12 月 1 日施行の設備規

則附則第 5 条） 
(4)  旧規則に基づく規格 

3.4.2.5 送信スプリアス 
   (1) 定義 

送信スプリアスは、給電線に供給される周波数ごとのスプリアス（注）発射の平均電

力と基本周波数の平均電力の比とする。 
（注）必要周波数帯外における 1 又は 2 以上の周波数の電波の発射であって、そのレベル

を情報の伝送に影響を与えないで低減することができるものを言い、高調波発射、低調

波発射、寄生発射及び相互変調積を含み、必要周波数帯に近接する周波数の電波の発射

で情報の伝達のための変調の過程において生ずるものを含まないものを言う。 
(2) 規格 

ア 移動局：送信出力に対して-50dB 以下。 
複数の電波を情報の伝送のために同時に発射する移動局では、相互変調積による送

信スプリアスは送信出力に対して-20dB 以下。 
イ 基地局：送信出力に対して-50dB 以下。 

ARIB STD-T49 3.0 版） 
改 定 前 

3.4.2.5 送信スプリアス 

 (1) 定義 

送信スプリアスは、給電線に供給される周波数ごとのスプリアス（注）発射の平均電力と基本

周波数の平均電力の比とする。 
（注）必要周波数帯外における 1 又は 2 以上の周波数の電波の発射であって、そのレベルを情報

の伝送に影響を与えないで低減することができるものを言い、高調波発射、低調波発射、寄生発

射及び相互変調積を含み、必要周波数帯に近接する周波数の電波の発射で情報の伝達のための変

調の過程において生ずるものを含まないものを言う。 
(2) 規格 
ア 移動局：送信出力に対して-50dB 以下。 

複数の電波を情報の伝送のために同時に発射する移動局では、相互変調積による送信スプ

リアスは送信出力に対して-20dB 以下。 
イ 基地局：送信出力に対して-50dB 以下。 
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6 改 定 後 

第 6 章 測定法 

  証明規則別表第 1 号 1(3)で定められている項目については総務省告示（注１）で規定されてい

る測定法によるものとする。 
(注 1)本標準規格 3.1 版改定時点(平成 17 年 11 月 30 日)では、平成 16 年 1 月 26 日総務省告示

第 88 号「特性試験の試験方法」を指すが、その後、その告示及び告示に記載の内容が改定され

た場合は、最新版によるものとする 
6.1 送信系 

6.1.1～6.1.9 に測定法の詳細例を記述する。 
各測定に共通する事項は以下の通りである。 

（略） 
6.1.1 周波数の偏差 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験

方法による。 
6.1.2 スプリアス発射又は不要発射の強度 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験

方法による。 
6.1.3 占有周波数帯域幅 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験

方法による。 
6.1.4 空中線電力の偏差 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験

方法による。 
6.1.5 キャリアオフ時漏えい電力 

測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験

方法による。 
6.1.6 変調精度 

（略） 

6.2 受信系 

6.2.1～6.2.8 に測定法の詳細例を記述する。 

（略） 

6.2.5 副次的に発射する電波等の強度 
測定法は、証明規則別表第 1 号 1(3)に基づく総務省告示（注１）に定められている試験方

法による。 
6.2.6 筐体輻射 

（略） 

 

改 定 前 

第 6 章 測定法 

6.1 送信系 
6.1.1～6.1.9 に測定法の詳細を記述する。 
各測定に共通する事項は以下の通りである。 
（略） 

6.1.1 周波数の偏差 

 （略） 

6.1.2 スプリアス発射の強度 

測定法を

告示参照

とする 
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（略） 

6.1.3 占有周波数帯域幅 

（略） 

6.1.4 空中線電力の偏差 

（略） 

6.1.5 キャリアオフ時漏えい電力 

（略） 

6.1.6 変調精度 

（略） 

6.2 受信系 

6.2.1～6.2.8 に測定法の詳細を記述する。 

（略） 

6.2.5 副次的に発射する電波等の強度 

 （略） 

6.2.6 筐体輻射 

（略） 
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まえがき 
 

社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電機通信事業者及び利用者の参加を得て、各種の電波

利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な技術条件を「標準規格」として策定し

ている。 

標準規格は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる国の技術基

準と、併せて無線設備の適正品質、互換性の確保等、無線機器製造者、電気通信事業者及び利用者の利

便を図る目的から策定される民間の任意基準をとりまとめて策定される民間の規格である。 

本標準規格は、「Sバンドを用いる国内移動衛星通信通信システム」について策定されたもので、

策定段階における公正性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く無線機器製造者、電気通信

事業者、利用者等の利害関係者の参加を得た当会の規格会議の総意により策定されたものである。 

本標準規格が、無線機器製造者、電気通信事業者、利用者等に積極的に活用されることを希望する。 

 

 

注 意： 

本標準規格は、本標準規格に係る必須の工業所有権に関して特別の記述は行われていないが、

当該必須の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係る工業所有権の工業所有権である別表

に掲げる者の保有するところのものであるが、本標準規格を使用する者に対し、一切の権利を主

張せず、無条件で当該別表に掲げる権利の実施を許諾する。 

ただし、本標準規格を使用する者が本標準規格で規定する内容の全部又は一部が対象となる必須

の工業所有権を所有し、かつ、その権利を主張した場合、その者についてはこの限りでない。」旨

表明している。 
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別 表 （第１号選択） 

特 許 出 願 人  発 明 の 名 称  出 願 番 号 等  備   考  

NTT移動通信網㈱ (1) 通信登録解除方法及び通信網 特願平5-44237  
 (2) LSP量子化方法 特願平5-110160
 (3) 移動体衛星通信システムにおけるランダムアクセス方式 特願平6-057663

 (4) 移動体衛星通信システム、および同システムにおける送

信電力制御方式

特願平7-321941 
 

米、独、英、スウェーデ

ンに外国出願

日本電信電話㈱ (1) 音声分析装置 特許第1358638
 (2) 通話中着信方式 特許第1434894
 (3) 移動無線通信方式 特願昭58-51939
 (4) 移動端末識別方式 特願昭63-15086
 (5) 音声信号伝送方式 特願昭63-212370
 (6) 無線信号伝送方式 特願平1-139021
 (7) 無線信号伝送方式 特願平1-175474
 (8) 移動通信位置登録方法 特願平1-218058

 (9) 信号伝送方式 
 

特願平1-240500 
 

米、独、英、スウェーデ

ンに外国出願

 (10) 無線信号伝送方式 特願平1-240822 米、独、英、スウェーデ

ンに外国出願 

 (11) 移動通信無線制御チャネル構成方式 特願平1-240823 米、独、英、スウェーデ

ンに外国出願 
 (12) 位置登録制御方式 特願平2-244575
 (13) 移動通信制御方式 特願平2-277897
 (14) 移動通信制御方式 特願平2-277898
 (15) 移動通信無線チャネル割り当て制御方式 特願平2-308373
 (16) 全極形ディジタルフィルタ 特許第1494819
 (17) 多重ベクトル量子化方法及びその装置 特開平1-205638
 (18) 音声符号化・復号化方法 特開平4-344699
 (19) ベクトル量子化の符号化送法 特開平5-14207
 (20) 音声の励振周期符号化方法 特開平5-19794
 (21) 音声符号化法 特開平5-289698
 (22) 誤り保護処理方法 特願平4-172145
 (23) ランダムアクセス方式 特願平3-205952
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Ｓバンドを用いる国内移動衛星通信システム標準規格 （ARIB STD-T49 2.0版） 

別表２ （第２号選択） 

特 許 出 願 人  発 明 の 名 称  出 願 番 号 等  備   考  

NTT移動通信網㈱ 移動通信システム、通信方法および移動局装置 WO96／11552 

米、ｶﾅﾀﾞ、英、独、仏、

伊、 
ｽｳｪｰﾃﾞﾝ、中、韓に外国

出願 
 (2) 通信システム、移動局および網 特開平9-205682
 (3) 通信システムおよび局 特開平9-266473

 (4) 通信交換システムおよび通信交換方法 WO96／21308 

米、豪、ﾍﾞﾙｷﾞｰ、ｽｲｽ、

独、伊、 
ﾃﾞﾝﾏｰｸ、ｽﾍﾟｲﾝ、仏、英、

ﾓﾅｺ、

 (5) 移動パケット通信網、移動通信端末およびパケット交換

方法 特開平11-205387  

 (6) 無線データ通信システム 特開2000-13852
 
（注）別表２はARIB STD-T49 2.0版の改定内容に適用される。 

 

 
Ｓバンドを用いる国内移動衛星通信システム標準規格 （ARIB STD-T49 3.0版） 

別表３ （第２号選択） 

特 許 出 願 人  発 明 の 名 称  出 願 番 号 等  備   考  

㈱NTTドコモ (1) 平成13年11月30日までに記載する。 平成13年11月30日までに記

載する。 包括確認書の提出、注 

 
（注）別表３はARIB STD-T49 3.0版の改定内容に適用される。 
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